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はじめに

65歳未満で発症する若年性認知症
全国では、4万人近くいると言われています

その家族である配偶者や子どもを含めれば、もっと多くの人が
不安の中にいることになります

平成24年度に作成した「若年性認知症ハンドブック」は
そのような人たちに安心していただくためのものです

今回は、ご本人や家族から相談を受ける人に読んでいただきたい冊子です
不安を受け止め、話を聴いてあげてください

いま、何が必要か、いま、何ができるのか、
いっしょに考えましょう

1．相談者の話をよく聴きましょう。

2．相談者の置かれた状況を把握しましょう。
～認知症と診断されているか、まだ受診していないかなど～

3．相談者の困りごとの内容を理解しましょう。
～心配なので受診したい、経済的なことで将来が心配など～

4．相談を受ける方は予め、このガイドブックに目を通しておいてくだ
さい。
相談対応時には、相談者の状況やニーズに応じ、5、6ページのチャー
トを参考に適切な制度やサービスの情報をわかりやすく説明します。
一度に説明すると混乱する場合もあるので、必要な事柄から順に説
明し、場合によっては継続して支援しましょう。

5．「若年性認知症ハンドブック」に対応している場合は当該ハンドブッ
クのページが示してあります。
新たに追加した項目は　　　　　　　　　　と書かれています。
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